
(57)【要約】

【課題】小径化に伴う摩擦力の低下を抑えて、規定のト

ラクション比を得ることのできるエレベータ用トラクシ

ョンシーブを提供する。

【解決手段】トラクションシーブ１５の外周部１５ａの

少なくともロープとの接触部である溝１５ｂに高摩擦材

１５ｃとしてウレタン樹脂を被覆することにより、摩擦

係数を高めることができ、小径化による摩擦力の低下を

抑えて規定のトラクション比を得ることができる。また

、適度な表面硬度を持つ熱硬化性ウレタン樹脂または熱

可塑性ウレタン樹脂を用いれば、耐摩耗性が向上して十

分な製品寿命を期待できる。また、ウレタン樹脂の中に

適度な粒径のシリカ粉末粒子、黒鉛または炭素粉末粒子

、窒化ホウ素粉末粒子、チタン酸カリウム繊維またはチ

タン酸カリウムウィスカーのいずれかを適量充填するこ

とにより、さらに耐摩耗性を向上させることができる。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
乗 り か ご と 釣 合 重 り と を つ る べ 式 に 昇 降 さ せ る ロ ー プ の 巻 き 上 げ 機 に 設 置 さ れ る エ レ ベ ー
タ 用 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ に お い て 、
上 記 ロ ー プ が 巻 き 掛 け ら れ る 外 周 部 の 少 な く と も 上 記 ロ ー プ と の 接 触 部 に 、 高 摩 擦 材 と し
て ウ レ タ ン 樹 脂 が 被 覆 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る エ レ ベ ー タ 用 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ 。
【 請 求 項 ２ 】
乗 り か ご と 釣 合 重 り と を つ る べ 式 に 昇 降 さ せ る ロ ー プ の 巻 き 上 げ 機 に 設 置 さ れ る エ レ ベ ー
タ 用 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ に お い て 、
上 記 ロ ー プ が 巻 き 掛 け ら れ る 外 周 部 の 少 な く と も 上 記 ロ ー プ と の 接 触 部 に 、 Ｊ Ｉ Ｓ で 規 定
さ れ た ス ケ ー ル Ａ に よ る 硬 さ 試 験 で 硬 度 が ９ ０ ～ ９ ９ あ る い は ス ケ ー ル Ｄ に よ る 硬 さ 試 験
で 硬 度 が ３ ５ ～ ７ ０ で あ る 熱 硬 化 性 ウ レ タ ン 樹 脂 ま た は 熱 可 塑 性 ウ レ タ ン 樹 脂 が 被 覆 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る エ レ ベ ー タ 用 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ 。
【 請 求 項 ３ 】
乗 り か ご と 釣 合 重 り と を つ る べ 式 に 昇 降 さ せ る ロ ー プ の 巻 き 上 げ 機 に 設 置 さ れ る エ レ ベ ー
タ 用 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ に お い て 、
上 記 ロ ー プ が 巻 き 掛 け ら れ る 外 周 部 の 少 な く と も 上 記 ロ ー プ と の 接 触 部 に 、 高 摩 擦 材 と し
て ウ レ タ ン 樹 脂 が 被 覆 さ れ て お り 、 そ の ウ レ タ ン 樹 脂 に 耐 摩 耗 性 を 高 め る 特 定 の 材 料 が 充
填 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る エ レ ベ ー タ 用 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 ウ レ タ ン 樹 脂 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ で 規 定 さ れ た ス ケ ー ル Ａ に よ る 硬 さ 試 験 で 硬 度 が ９ ０ ～ ９ ９
あ る い は ス ケ ー ル Ｄ に よ る 硬 さ 試 験 で 硬 度 が ３ ５ ～ ７ ０ で あ る 熱 硬 化 性 ウ レ タ ン 樹 脂 ま た
は 熱 可 塑 性 ウ レ タ ン 樹 脂 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の エ レ ベ ー タ 用 ト ラ ク シ ョ
ン シ ー ブ 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 耐 摩 耗 性 を 高 め る 特 定 の 材 料 と は 、 シ リ カ 粉 末 、 黒 鉛 ま た は 炭 素 粉 末 、 窒 化 ホ ウ 素 粉
末 、 チ タ ン 酸 カ リ ウ ム 繊 維 ま た は チ タ ン 酸 カ リ ウ ム ウ ィ ス カ ー の い ず れ か で あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の エ レ ベ ー タ 用 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ 。
【 請 求 項 ６ 】
ウ レ タ ン 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 シ リ カ 粉 末 が ５ ～ ３ ０ 重 量 部 の 割 合 で 充 填 さ れ て お
り 、 そ の シ リ カ 粉 末 の 粒 径 が ５ ～ ３ ０ ミ ク ロ ン メ ー タ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記
載 の エ レ ベ ー タ 用 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ 。
【 請 求 項 ７ 】
ウ レ タ ン 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 黒 鉛 ま た は 炭 素 粉 末 が ５ ～ ３ ０ 重 量 部 の 割 合 で 充 填
さ れ て お り 、 そ の 黒 鉛 ま た は 炭 素 粉 末 の 粒 径 が ５ ～ ３ ０ ミ ク ロ ン メ ー タ で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ３ 記 載 の エ レ ベ ー タ 用 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ 。
【 請 求 項 ８ 】
ウ レ タ ン 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 窒 化 ホ ウ 素 粉 末 が ５ ～ ３ ０ 重 量 部 の 割 合 で 充 填 さ れ
て お り 、 そ の 窒 化 ホ ウ 素 粉 末 の 粒 径 が ５ ～ ３ ０ ミ ク ロ ン メ ー タ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ３ 記 載 の エ レ ベ ー タ 用 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ 。
【 請 求 項 ９ 】
ウ レ タ ン 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 チ タ ン 酸 カ リ ウ ム 繊 維 ま た は チ タ ン 酸 カ リ ウ ム ウ ィ
ス カ ー が ５ ～ ３ ０ 重 量 部 の 割 合 で 充 填 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の エ レ ベ
ー タ 用 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
ウ レ タ ン 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 シ リ カ 粉 末 、 黒 鉛 ま た は 炭 素 粉 末 、 窒 化 ホ ウ 素 粉 末
、 チ タ ン 酸 カ リ ウ ム 繊 維 ま た は チ タ ン 酸 カ リ ウ ム ウ ィ ス カ ー の う ち の 少 な く と も ２ 種 類 以
上 が ５ ～ ３ ０ 重 量 部 の 割 合 で 混 合 さ れ 、 粉 末 材 に 関 し て は そ の 粒 径 が ５ ～ ３ ０ ミ ク ロ ン メ
ー タ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の エ レ ベ ー タ 用 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ロ ー プ を 介 し て 乗 り か ご を つ る べ 式 に 昇 降 さ せ る ト ラ ク シ ョ ン 方 式 の エ レ ベ ー
タ に 用 い ら れ る ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
エ レ ベ ー タ は 、 乗 り か ご が 建 物 の 昇 降 路 内 を 昇 降 す る こ と で 、 乗 客 を 任 意 の 階 床 へ 運 ぶ 機
械 で あ る 。 各 階 へ の 移 動 の 指 令 は 、 か ご 内 の 行 き 先 ボ タ ン を 押 す こ と で 行 わ れ 、 そ の 指 令
に 従 っ て 屋 上 階 の 機 械 室 に 設 置 さ れ た 巻 き 上 げ 機 が 駆 動 さ れ る 。 こ の 巻 き 上 げ 機 の 駆 動 に
伴 い 、 そ の 回 転 軸 に 取 り 付 け ら れ た ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ が 回 転 す る こ と に よ り 、 そ の ト ラ
ク シ ョ ン シ ー ブ に 巻 き 掛 け ら れ た ロ ー プ を 介 し て 乗 り か ご が 昇 降 す る 。 こ の 場 合 、 ロ ー プ
の 一 端 に は カ ウ ン タ ウ ェ イ ト と 呼 ば れ る 釣 合 重 り が 設 け ら れ て お り 、 こ の 釣 合 重 り と 乗 り
か ご と が ロ ー プ を 介 し て ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ を 間 に 挟 ん で 、 つ る べ 式 に 互 い に 上 下 反 対 方
向 に 昇 降 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
な お 、 一 般 に は ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ に 架 設 さ れ る ロ ー プ の 乗 り か ご 側 と 釣 合 重 り 側 と で は
ロ ー プ の 張 力 が 異 な る 。 張 力 が 異 な っ て い て も 、 各 階 で 静 止 で き る の は 、 ト ラ ク シ ョ ン シ
ー ブ と ロ ー プ に 発 生 す る 摩 擦 力 に よ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
と こ ろ で 、 ト ラ ク シ ョ ン 方 式 の エ レ ベ ー タ に お い て 、 乗 り か ご を つ る べ 式 に 昇 降 さ せ る た
め に は 、 建 物 の 最 上 部 に 巻 き 上 げ 機 を 設 置 し て お く 必 要 が あ り 、 通 常 、 建 物 の 屋 上 に 機 械
室 を 設 け て 、 そ こ に 巻 き 上 げ 機 を 設 置 し て い る 。 こ の 場 合 、 巻 き 上 げ 機 を 小 型 化 す る と 、
そ れ に 伴 い 機 械 室 の 占 有 面 積 を 小 さ く す る が で き る の で 、 省 ス ペ ー ス 及 び 建 設 コ ス ト の 削
減 が 図 ら れ る 。 ま た 、 現 地 で の 工 期 短 縮 の た め 、 巻 き 上 げ 機 の モ ー タ や フ レ ー ム 等 を 工 場
出 荷 時 に 組 み 立 て て お き 、 現 地 で は ク レ ー ン で 屋 上 の エ レ ベ ー タ 機 械 室 に 吊 り 上 げ て 据 え
付 る よ う に し て い る 。 し た が っ て 、 巻 き 上 げ 機 が 小 形 で あ れ ば あ る ほ ど 、 ク レ ー ン の 容 量
と し て 小 型 の も の で す み 、 据 え 付 け が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 述 し た よ う に 、 エ レ ベ ー タ の 巻 き 上 げ 機 を 小 型 化 す る と 、 機 械 室 の 省 ス ペ ー ス 化 が 図 ら
れ 、 ま た 、 建 築 費 の 削 減 、 ク レ ー ン 等 の 建 設 基 材 の 小 型 化 が 図 ら れ る 。 し か し な が ら 、 巻
き 上 げ 機 を 小 型 化 す る た め に は 、 モ ー タ の 小 型 化 と 共 に ロ ー プ を 巻 き 掛 け る ト ラ ク シ ョ ン
シ ー ブ の 小 径 化 が 重 要 と な る 。 モ ー タ に つ い て は 小 型 で も 従 来 の 数 倍 の 回 転 数 を 発 生 さ せ
、 か つ 、 ロ ー プ を 駆 動 で き る モ ー メ ン ト を 有 す る モ ー タ が 開 発 さ れ て い る 。 一 方 、 ト ラ ク
シ ョ ン シ ー ブ に つ い て は 、 通 常 、 鉄 製 の も の が 使 用 さ れ て い る 。 こ の ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ
を 小 径 化 し た 場 合 、 ロ ー プ と の 接 触 面 積 が 狭 く な る た め 、 そ の 分 、 摩 擦 力 が 足 り な く な り
、 ト ラ ク シ ョ ン 比 （ ロ ー プ の 片 端 に 単 位 荷 重 を 載 せ た 場 合 に 、 ロ ー プ が ト ラ ク シ ョ ン シ ー
ブ を 滑 ら ず に 、 も う 片 方 に 乗 せ ら れ る 最 大 荷 重 の 比 ） が 低 く な る 。 こ の た め 、 シ ー ブ と ロ
ー プ と の 接 触 が 不 安 定 と な り 、 エ レ ベ ー タ 乗 降 中 に 乗 り か ご が 下 に ず れ る と い っ た よ う な
現 象 が 生 じ る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 上 記 の よ う な 点 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 小 径 化 に 伴 う 摩 擦 力 の 低 下 を 抑 え て 、 規
定 の ト ラ ク シ ョ ン 比 を 得 る こ と の で き る エ レ ベ ー タ 用 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ を 提 供 す る こ と
を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ を 小 径 化 す る た め に は 、 ト ラ ク シ ョ ン 比 の 仕 様 を 満 足 す る こ と が 必 要
条 件 で あ り 、 そ の た め に は ロ ー プ と の 間 の 摩 擦 係 数 を よ り 高 く す る 必 要 が あ る 。 そ こ で 、
本 発 明 で は 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ の 外 周 部 の 少 な く と も ロ ー プ と の 接 触 部 に 高 摩 擦 材 と し
て ウ レ タ ン 樹 脂 を 被 覆 （ コ ー テ ィ ン グ ） す る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の よ う に 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ の 外 周 部 の ロ ー プ と の 接 触 部 分 に ウ レ タ ン 樹 脂 を 被 覆 す
る こ と で 摩 擦 係 数 を 高 く す る こ と が で き 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ の 小 径 化 に よ り ロ ー プ と の
接 触 面 積 が 少 な く な っ た 場 合 で も 十 分 な 摩 擦 力 を 得 る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 規 定 の
ト ラ ク シ ョ ン 比 を 満 足 し て 、 乗 り か ご の 安 定 し た 昇 降 動 作 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 ウ レ タ ン 樹 脂 と し て は 、 具 体 的 に は Ｊ Ｉ Ｓ で 規 定 さ れ た ス ケ ー ル Ａ に よ る 硬 さ 試 験 で
硬 度 が ９ ０ ～ ９ ９ あ る い は ス ケ ー ル Ｄ に よ る 硬 さ 試 験 で 硬 度 が ３ ５ ～ ７ ０ で あ る 熱 硬 化 性
ウ レ タ ン 樹 脂 ま た は 熱 可 塑 性 ウ レ タ ン 樹 脂 が 用 い ら れ る 。 こ の よ う に 、 適 度 な 表 面 硬 度 を
持 つ 熱 硬 化 性 ウ レ タ ン 樹 脂 ま た は 熱 可 塑 性 ウ レ タ ン 樹 脂 を 用 い る こ と で 耐 摩 耗 性 が 向 上 し
、 十 分 な 製 品 寿 命 を 期 待 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 こ の よ う な ウ レ タ ン 樹 脂 の 中 に 適 度 な 粒 径 の シ リ カ 粉 末 粒 子 、 黒 鉛 ま た は 炭 素 粉 末
粒 子 、 窒 化 ホ ウ 素 粉 末 粒 子 、 チ タ ン 酸 カ リ ウ ム 繊 維 ま た は チ タ ン 酸 カ リ ウ ム ウ ィ ス カ ー の
い ず れ か を 適 量 充 填 す る こ と に よ り 、 さ ら に 耐 摩 耗 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
シ リ カ 粉 末 粒 子 、 黒 鉛 ま た は 炭 素 粉 末 粒 子 、 窒 化 ホ ウ 素 粉 末 粒 子 は 、 ウ レ タ ン 樹 脂 に 比 べ
て 硬 く 耐 摩 耗 性 を 向 上 さ せ る 優 れ た 充 填 材 で あ り 、 極 少 量 の 充 填 で は 特 性 が 発 現 さ れ ず 、
５ 重 量 部 以 下 の 充 填 で は 無 充 填 と 同 等 の 耐 摩 耗 性 で あ り 、 ３ ０ 重 量 部 以 上 充 填 す る と 粘 度
が 高 く な り 製 造 性 が 悪 く な る 。 チ タ ン 酸 カ リ ウ ム 繊 維 ま た は チ タ ン 酸 カ リ ウ ム ウ ィ ス カ ー
に つ い て は 、 硬 い 材 料 で は な い が ウ レ タ ン 樹 脂 と 馴 染 み 、 耐 摩 耗 性 を 向 上 さ せ る 。 こ れ に
つ い て も 、 極 少 量 の 充 填 で は 特 性 が 発 現 さ れ ず 、 ５ 重 量 部 以 下 の 充 填 で は 無 充 填 と 同 等 の
耐 摩 耗 性 で あ り 、 ３ ０ 重 量 部 以 上 充 填 す る と 粘 度 が 高 く な り 製 造 性 が 悪 く な る 。 し た が っ
て 、 シ リ カ 粉 末 粒 子 、 黒 鉛 ま た は 炭 素 粉 末 粒 子 、 窒 化 ホ ウ 素 粉 末 粒 子 、 チ タ ン 酸 カ リ ウ ム
繊 維 ま た は チ タ ン 酸 カ リ ウ ム ウ ィ ス カ ー の 充 填 量 は 、 ウ レ タ ン 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て
５ ～ ３ ０ 重 量 部 の 割 合 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 シ リ カ 粉 末 、 黒 鉛 ま た は 炭 素 粉 末 、 窒 化 ホ ウ 素 粉 末 の 粉 末 粒 径 に つ い て は 、 ５ ミ ク
ロ ン メ ー タ 以 下 の 細 か い 粒 子 で は 、 形 成 前 の 樹 脂 粘 度 が 高 く な り 成 形 が 困 難 と な る 。 ま た
、 ３ ０ ミ ク ロ ン メ ー タ 以 上 の 粉 末 粒 子 を 混 入 さ せ る と ウ レ タ ン 樹 脂 の 機 械 強 度 低 下 を 起 こ
す た め 、 ３ ０ ミ ク ロ ン メ ー タ 以 下 の 粒 子 を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る ト ラ ク シ ョ ン 方 式 の エ レ ベ ー タ の 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ
る 。 図 中 の １ ０ は ビ ル な ど の 建 物 の 中 に 設 け ら れ た 昇 降 路 、 １ １ は 屋 上 な ど 昇 降 路 １ ０ の
最 上 部 に 設 置 さ れ た 機 械 室 を 示 し て い る 。 機 械 室 １ １ に は 、 巻 き 上 げ 機 １ ２ 、 調 速 機 （ ガ
バ ナ ） １ ３ 、 階 床 選 択 機 １ ４ な ど が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
巻 き 上 げ 機 １ ２ の モ ー タ 軸 に は ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ （ 綱 車 ） １ ５ が 取 り 付 け ら れ て お り 、
巻 き 上 げ 機 １ ２ の 駆 動 に よ り 、 こ の ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ １ ５ が 回 転 し 、 そ こ に 巻 き 掛 け ら
れ た ロ ー プ １ ６ を 介 し て 乗 り か ご １ ７ と カ ウ ン タ ウ ェ イ ト （ 釣 合 重 り ） １ ８ と が つ る べ 式
に 昇 降 路 １ ０ 内 を 互 い に 反 対 方 向 に 昇 降 す る よ う に な っ て い る 。 な お 、 １ ９ は そ ら せ 車 で
あ り 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ １ ５ と 対 に し て 用 い ら れ る 。 図 １ の 例 で は ロ ー プ １ ６ が ト ラ ク
シ ョ ン シ ー ブ １ ５ と そ ら せ 車 １ ９ に 二 重 巻 き （ ダ ブ ル ラ ッ プ ） さ れ た 構 成 に な っ て い る が
、 ロ ー プ １ ６ の 掛 け 方 に つ い て は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 ２ ０ お よ び ２ １ は 昇 降 路 １ ０ の ピ ッ ト 部 に 設 置 さ れ た 緩 衝 器 （ バ ッ フ ァ ） で あ り 、
２ ０ は 乗 り か ご 用 の 緩 衝 器 、 ２ １ は カ ウ ン タ ウ ェ イ ト 用 の 緩 衝 器 を 示 し て い る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
乗 り か ご １ ７ は 、 図 せ ぬ ホ ー ル 呼 び ボ タ ン や か ご 呼 び ボ タ ン の 操 作 に よ る 呼 び 情 報 に 応 答
し て 建 物 の 最 下 階 ２ ２ と 最 上 階 ２ ３ と の 間 を 規 定 の 速 度 で 移 動 す る 。 ま た 、 各 階 床 に は 昇
降 路 １ ０ に 対 向 さ せ て ホ ー ル ド ア ２ ４ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て お り 、 こ れ ら の ホ ー ル ド ア ２
４ は 乗 り か ご １ ７ の 着 床 に 伴 い か ご 側 の ド ア ２ ５ と 共 に 開 閉 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の よ う な 構 成 に お い て 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ １ ５ に 巻 き 掛 け ら れ る ロ ー プ １ ６ に は 重 量
物 で あ る エ レ ベ ー タ の 乗 り か ご １ ７ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 乗 り か ご １ ７ が 昇 降 す る 度 に
ロ ー プ １ ６ が ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ 溝 に 当 た る た め 、 過 酷 な 使 用 に 耐 え な け れ ば な ら な い 。
ま た 、 ロ ー プ １ ６ の 一 端 に は 乗 り か ご １ ７ 、 他 端 に は カ ウ ン タ ウ ェ イ ト １ ８ が 結 ば れ て い
て 、 そ の 間 の ロ ー プ １ ６ が 掛 け ら れ た ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ １ ５ で は 、 乗 り か ご １ ７ 内 の 乗
客 の 重 量 と カ ウ ン タ ウ ェ イ ト １ ８ の 重 量 と の 差 に よ る 滑 り に も 耐 え ら れ る だ け の 高 い 摩 擦
力 を ロ ー プ １ ６ と の 間 に 発 生 さ せ な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
通 常 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ １ ５ は 鉄 で 形 成 さ れ 、 ま た 、 ロ ー プ １ ６ と の 間 で 十 分 な 摩 擦 力
を 発 生 す る こ と が で き る よ う な 径 を 有 し て い る 。 と こ ろ が 、 機 械 室 １ １ の 省 ス ペ ー ス 化 な
ど の 要 求 に よ り 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ １ ５ の 径 を 小 さ く し た 場 合 に ロ ー プ １ ６ と の 接 触 面
積 が 狭 く な り 、 十 分 な 摩 擦 力 を 発 生 で き な く な る 。 こ の よ う な 問 題 を 解 消 す る た め 、 ト ラ
ク シ ョ ン シ ー ブ １ ５ に 対 し て 以 下 の よ う な 工 夫 を 施 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ２ は ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ １ ５ の 構 成 を 示 す 図 で あ り 、 図 ２ （ ａ ） は ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ
１ ５ の 正 面 図 、 同 図 （ ｂ ） は ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ １ ５ の 側 部 断 面 図 で あ る 。 ト ラ ク シ ョ ン
シ ー ブ １ ５ の 外 周 部 １ ５ ａ に は 、 複 数 本 （ こ こ で は ４ 本 ） の 溝 １ ５ ｂ が 形 成 さ れ て お り 、
こ の 溝 １ ５ ｂ に ロ ー プ １ ６ が 巻 き 掛 け ら れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ こ で 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ １ ５ の 外 周 部 １ ５ ａ の 少 な く と も ロ ー プ １ ６ と の 接 触 部 で あ
る 溝 １ ５ ｂ の 表 面 部 分 に 、 特 定 の 高 摩 擦 材 １ ５ ｃ を 被 覆 （ コ ー テ ィ ン グ ） し て お く 。 上 記
高 摩 擦 材 １ ５ ｃ と は 、 具 体 的 に は ウ レ タ ン 樹 脂 で あ る 。 こ の よ う な ウ レ タ ン 樹 脂 を シ ー ブ
外 周 部 １ ５ ａ の 溝 １ ５ ｂ の 表 面 部 分 に コ ー テ ィ ン グ し て お く こ と で 、 通 常 鉄 製 で 形 成 さ れ
る ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ １ ５ を 小 径 化 し た 場 合 で も 、 ロ ー プ １ ６ と の 間 に 十 分 な 摩 擦 力 を 得
る こ と が で き 、 ト ラ ク シ ョ ン 比 を 仕 様 値 ま で 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 上 記 ウ レ タ ン 樹 脂 と し て は 、 エ レ ベ ー タ の 使 用 環 境 に 応 じ て 、 適 度 な 表 面 硬 度 を 持
つ 熱 硬 化 性 ウ レ タ ン 樹 脂 ま た は 熱 可 塑 性 ウ レ タ ン 樹 脂 を 使 用 す る 。 具 体 的 に は 、 Ｊ Ｉ Ｓ で
規 定 さ れ た 硬 さ 試 験 の ス ケ ー ル Ａ に よ る 硬 度 が ９ ０ ～ ９ ９ あ る い は ス ケ ー ル Ｄ に よ る 硬 度
が ３ ５ ～ ７ ０ で あ る 硬 度 熱 硬 化 性 ウ レ タ ン 樹 脂 ま た は 熱 可 塑 性 ウ レ タ ン 樹 脂 の い ず れ か を
使 用 す る 。 こ の よ う に 、 適 度 な 表 面 硬 度 硬 度 を 持 つ 熱 硬 化 性 ウ レ タ ン 樹 脂 ま た は 熱 可 塑 性
ウ レ タ ン 樹 脂 を 用 い る こ と で 、 摩 擦 力 だ け で な く 、 耐 久 性 も 確 保 す る こ と が で き 、 ロ ー プ
１ ６ と の 接 触 に よ る ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ １ ５ の 摩 耗 を 抑 え て メ ン テ ナ ン ス の 頻 度 を 少 な く
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 上 記 ウ レ タ ン 樹 脂 は 、 元 々 、 耐 摩 耗 性 の 高 い 樹 脂 で あ り 、 上 述 し た よ う に 適 度 な 表
面 硬 度 を 持 つ 熱 硬 化 性 ウ レ タ ン 樹 脂 ま た は 熱 可 塑 性 ウ レ タ ン 樹 脂 を 使 用 す れ ば 十 分 な 製 品
寿 命 を 期 待 で き る が 、 さ ら に 、 そ の 中 に シ リ カ 粉 末 粒 子 、 黒 鉛 ま た は 炭 素 粉 末 粒 子 、 窒 化
ホ ウ 素 粉 末 粒 子 、 チ タ ン 酸 カ リ ウ ム 繊 維 ま た は チ タ ン 酸 カ リ ウ ム ウ ィ ス カ ー の い ず れ か の
材 料 を 充 填 す る こ と で 、 耐 摩 耗 性 を さ ら に 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
シ リ カ 粉 末 粒 子 、 黒 鉛 ま た は 炭 素 粉 末 粒 子 、 窒 化 ホ ウ 素 粉 末 粒 子 は 、 ウ レ タ ン 樹 脂 に 比 べ
て 硬 く 耐 摩 耗 性 を 向 上 さ せ る 優 れ た 充 填 材 で あ る 。 こ の よ う な 充 填 材 を 用 い る 場 合 に お い
て 、 極 少 量 の 充 填 で は 特 性 が 発 現 さ れ ず 、 例 え ば ウ レ タ ン 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 ５
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重 量 部 以 下 の 充 填 で は 無 充 填 と 同 等 の 耐 摩 耗 性 で あ り 、 一 方 、 ３ ０ 重 量 部 以 上 充 填 す る と
粘 度 が 高 く な り 製 造 性 が 悪 く な る 。 チ タ ン 酸 カ リ ウ ム 繊 維 、 チ タ ン 酸 カ リ ウ ム ウ ィ ス カ ー
に つ い て は 、 硬 い 材 料 で は な い が ウ レ タ ン 樹 脂 と 馴 染 ん で 耐 摩 耗 性 を 向 上 さ せ る 特 性 を 有
す る 。 こ れ に つ い て も 、 極 少 量 の 充 填 で は 特 性 が 発 現 さ れ ず 、 例 え ば ウ レ タ ン 樹 脂 １ ０ ０
重 量 部 に 対 し て 、 ５ 重 量 部 以 下 の 充 填 で は 無 充 填 と 同 等 の 耐 摩 耗 性 で あ り 、 一 方 、 ３ ０ 重
量 部 以 上 充 填 す る と 粘 度 が 高 く な り 製 造 性 が 悪 く な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の よ う な こ と か ら 、 シ リ カ 粉 末 粒 子 、 黒 鉛 ま た は 炭 素 粉 末 粒 子 、 窒 化 ホ ウ 素 粉 末 粒 子 、
チ タ ン 酸 カ リ ウ ム 繊 維 ま た は チ タ ン 酸 カ リ ウ ム ウ ィ ス カ ー を 充 填 す る 場 合 に は 、 ウ レ タ ン
樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て ５ ～ ３ ０ 重 量 部 の 割 合 で 充 填 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 シ リ カ 粉 末 粒 子 、 黒 鉛 ま た は 炭 素 粉 末 粒 子 、 窒 化 ホ ウ 素 粉 末 粒 子 と い っ た 粉 末 材 に
関 し て は 、 そ の 粒 径 が ５ ミ ク ロ ン メ ー タ 以 下 の 細 か い 粒 子 で は 、 形 成 前 の 樹 脂 粘 度 が 高 く
な り 成 形 が 困 難 と な り 、 一 方 、 ３ ０ ミ ク ロ ン メ ー タ 以 上 の 粉 末 粒 子 を 混 入 さ せ る と ウ レ タ
ン 樹 脂 の 機 械 強 度 低 下 を 起 こ す 。 し た が っ て 、 ５ ～ ３ ０ ミ ク ロ ン メ ー タ の 粒 径 粒 子 を 使 用
す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
な お 、 シ リ カ 粉 末 粒 子 、 黒 鉛 ま た は 炭 素 粉 末 粒 子 、 窒 化 ホ ウ 素 粉 末 粒 子 、 チ タ ン 酸 カ リ ウ
ム 繊 維 ま た は チ タ ン 酸 カ リ ウ ム ウ ィ ス カ ー の う ち 、 少 な く と も ２ 種 類 以 上 を ５ ～ ３ ０ 重 量
部 混 合 し 、 粉 末 材 に 関 し て は そ の 粒 径 が ５ ～ ３ ０ ミ ク ロ ン メ ー タ と す る こ と で も 良 く 、 こ
の よ う に し た 場 合 で も 上 記 同 様 に 耐 摩 耗 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 ウ レ タ ン 樹 脂 に ど の 種 類 の 粉 末 を ど の 程 度 充 填 す る か に つ い て は 、 エ レ ベ ー タ 機 械
室 内 環 境 等 を 考 慮 し て 決 め る も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ こ で 、 図 ３ を 参 照 し て ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ １ ５ の 外 周 部 １ ５ ａ に 上 述 し た ウ レ タ ン 樹 脂
を コ ー テ ィ ン グ し た 場 合 に お け る ト ラ ク シ ョ ン 比 と 耐 摩 耗 性 の 試 験 結 果 に つ い て 述 べ る 。
ト ラ ク シ ョ ン 比 と は 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ に 掛 け ら れ た ロ ー プ が 滑 ら な い で い ら れ る 両 端
の 重 量 比 の こ と で あ り 、 こ の 値 が 高 い ほ ど 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ と し て の 性 能 （ 摩 擦 力 ）
が 高 い こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ 試 験 １ ）
図 ３ は ト ラ ク シ ョ ン 比 を 測 定 す る た め の 装 置 で あ り 、 図 中 の ３ １ は ロ ー プ １ ６ の 一 端 に 付
け ら れ る 重 り （ Ａ ） 、 ３ ２ は ロ ー プ １ ６ の 他 端 に 付 け ら れ る 重 り （ Ｂ ） 、 ３ ３ は 軸 、 ３ ４
は ロ ー プ で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
今 、 Ｊ Ｉ Ｓ の Ａ ス ケ ー ル に よ る 硬 さ 試 験 （ Ｊ Ｉ Ｓ の Ｋ に よ る ７ ３ １ ２ の ７ 硬 さ 試 験 ） で 硬
度 ９ ６ の 熱 硬 化 性 ウ レ タ ン 樹 脂 を １ ｍ ｍ の 厚 さ で 外 周 部 １ ５ ａ に 被 覆 し た ト ラ ク シ ョ ン シ
ー ブ １ ５ を 被 試 験 体 と し て 用 い 、 図 ３ に 示 す よ う な ト ラ ク シ ョ ン 比 測 定 装 置 の 軸 ３ ３ に 回
転 し な い よ う に 取 り 付 け る 。 そ し て 、 こ の ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ １ ５ の 外 周 部 １ ５ ａ に ロ ー
プ ３ ４ を 巻 き 掛 け 、 ロ ー プ ３ ４ の 一 方 端 に 重 り （ Ａ ） ３ １ を 吊 し 、 他 方 端 に 重 り （ Ａ ） ３
１ の １ ． ５ 倍 の 重 量 を 有 す る 重 り （ Ｂ ） ３ ２ を 吊 る し て 、 ロ ー プ ３ ４ の 滑 り 状 態 を 検 査 し
た と こ ろ 、 ロ ー プ ３ ４ が 滑 ら な か っ た こ と が 確 認 さ れ た 。 こ れ に 対 し 、 ウ レ タ ン 樹 脂 を 被
覆 し て い な い 通 常 の ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ に つ い て も 上 記 同 様 の 試 験 を 行 っ た と こ ろ 、 ロ ー
プ ３ ４ が 重 り （ Ａ ） ３ １ よ り も 重 量 の あ る 重 い 重 り （ Ｂ ） ３ ２ 側 へ 滑 る こ と が 確 認 さ れ た
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 ロ ー プ ３ ４ の 両 端 に そ れ ぞ れ 重 り （ Ａ ） ３ １ と 重 り （ Ｂ ） ３ ２ を 吊 る し た 状 態 で 、
重 り （ Ｂ ） ３ ２ が 落 ち な い 方 向 （ 図 ３ で は 反 時 計 回 り ） に 軸 ３ ３ を 回 転 さ せ 、 ト ラ ク シ ョ
ン シ ー ブ １ ５ の 外 周 部 １ ５ ａ に 施 さ れ た ウ レ タ ン 樹 脂 の 耐 摩 耗 性 を 試 験 し た 。 ト ラ ク シ ョ
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ン シ ー ブ １ ５ が １ ０ ０ ０ 回 転 し た 後 に そ の 摩 耗 量 を 測 定 し た と こ ろ 、 測 定 誤 差 内 の 若 干 の
摩 耗 量 が 検 出 さ れ た だ け で あ り 、 耐 摩 耗 性 が 高 い こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 ス ケ ー ル Ａ に よ る 硬 度 ９ ６ の 前 後 の 熱 硬 化 性 ウ レ タ ン 樹 脂 を 用 い て 上 記 同 様 の 試 験
を 試 み た 結 果 、 ９ ０ ～ ９ ９ の 範 囲 で 同 様 結 果 が 得 ら れ る こ と が 判 明 し た 。 ま た 、 熱 硬 化 性
ウ レ タ ン 樹 脂 に 代 え て 、 同 様 の 硬 度 ９ ０ ～ ９ ９ を 有 す る 熱 可 塑 性 ウ レ タ ン 樹 脂 を 用 い た 場
合 で も 同 じ 結 果 が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
な お 、 ス ケ ー ル Ａ に よ る 硬 さ 試 験 で は ９ ０ ～ ９ ９ の 硬 度 が 最 適 な も の で あ る が 、 ス ケ ー ル
Ｄ に よ る 硬 さ 試 験 で は ３ ５ ～ ７ ０ の 硬 度 が 最 適 な も の と な る 。 ス ケ ー ル Ａ と ス ケ ー ル Ｄ と
で は 硬 さ の 試 験 方 法 が 異 な り 、 そ の 硬 度 の 表 示 レ ベ ル も 違 う が 、 そ の 試 験 対 象 と な る ウ レ
タ ン 樹 脂 と し て の 硬 質 は 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の よ う に 、 Ｊ Ｉ Ｓ で 規 定 さ れ た ス ケ ー ル Ａ に よ る 硬 さ 試 験 で 硬 度 が ９ ０ ～ ９ ９ あ る い は
ス ケ ー ル Ｄ に よ る 硬 さ 試 験 で 硬 度 が ３ ５ ～ ７ ０ で あ る 熱 硬 化 性 ウ レ タ ン 樹 脂 ま た は 熱 可 塑
性 ウ レ タ ン 樹 脂 を ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ １ ５ の 外 周 部 １ ５ ａ に コ ー テ ィ ン グ し て お く こ と で
摩 擦 係 数 を 上 げ る こ と が で き 、 所 定 の ト ラ ク シ ョ ン 比 を 確 保 し て 、 ロ ー プ ず れ を 抑 え て 安
定 し た エ レ ベ ー タ の 運 転 を 行 う こ と が で き る と 共 に 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ １ ５ の 耐 摩 耗 性
を 確 保 し て メ ン テ ナ ン ス 頻 度 を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ 試 験 ２ ）
ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ １ ５ の 外 周 部 １ ５ ａ に コ ー テ ィ ン グ す る ウ レ タ ン 樹 脂 １ ０ ０ の 中 に 、
ウ レ タ ン 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 平 均 粒 子 径 １ ５ ミ ク ロ ン メ ー タ の シ リ カ 粉 末 の 粒 子
を 「 ２ 重 量 部 、 ５ 重 量 部 、 １ ０ 重 量 部 、 ２ ０ 重 量 部 、 ３ ０ 重 量 部 、 ３ ５ 重 量 部 」 と い っ た
割 合 で そ れ ぞ れ 充 填 し て 上 記 試 験 １ と 同 様 の 試 験 を 行 っ た 。 な お 、 「 ウ レ タ ン 樹 脂 １ ０ ０
重 量 部 に 対 し て シ リ カ 粉 末 を ｘ 重 量 部 の 割 合 」 と は 、 重 量 比 と し て 例 え ば ウ レ タ ン 樹 脂 １
０ ０ ｇ に 対 し て 、 シ リ カ 粉 末 を ｘ ｇ の 割 合 で 入 れ る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
そ の 結 果 、 ト ラ ク シ ョ ン 性 能 及 び 耐 摩 耗 性 は 、 シ リ カ 粉 末 を ２ 重 量 部 の 割 合 で 充 填 し た も
の は ウ レ タ ン 樹 脂 の み の シ ー ブ の 場 合 と 変 わ り な か っ た 。 こ れ に 対 し 、 シ リ カ 粉 末 を ５ 重
量 部 、 １ ０ 重 量 部 、 ２ ０ 重 量 部 、 ３ ０ 重 量 部 と い っ た 割 合 で そ れ ぞ れ に 充 填 し た シ ー ブ で
は 耐 摩 耗 性 の 向 上 が 見 ら れ 、 ト ラ ク シ ョ ン 性 能 （ つ ま り ト ラ ク シ ョ ン 比 ） は 上 記 試 験 １ と
同 様 の 結 果 が 得 ら れ た 。 ま た 、 シ リ カ 粉 末 を ３ ５ 重 量 部 充 填 し た も の に つ い て は 、 シ リ カ
粉 末 を 被 覆 す る 時 に ボ イ ド が 多 数 残 っ て し ま い 、 製 造 性 が 低 下 す る と い っ た 問 題 が あ っ た
。
【 ０ ０ ３ ８ 】
以 上 の よ う な 点 か ら 、 ウ レ タ ン 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 シ リ カ 粉 末 を ５ ～ ３ ０ 重 量 部
の 割 合 で 充 填 す る こ と が 好 も し い も の と さ れ る 。 ま た 、 シ リ カ 粉 末 の 粒 径 の サ イ ズ に つ い
て は 、 粒 径 が ５ ミ ク ロ ン メ ー タ 以 下 の 細 か い 粒 子 で は 、 形 成 前 の 樹 脂 粘 度 が 高 く な り 成 形
が 困 難 と な り 、 一 方 、 ３ ０ ミ ク ロ ン メ ー タ 以 上 の 粉 末 粒 子 を 混 入 さ せ る と ウ レ タ ン 樹 脂 の
機 械 強 度 低 下 を 起 こ す た め 、 １ ５ ミ ク ロ ン メ ー タ の 前 後 、 具 体 的 に は ５ ～ ３ ０ ミ ク ロ ン メ
ー タ の 粒 径 粒 子 を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
（ 試 験 ３ ）
ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ １ ５ の 外 周 部 １ ５ ａ に コ ー テ ィ ン グ す る ウ レ タ ン 樹 脂 １ ０ ０ の 中 に 、
ウ レ タ ン 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 平 均 粒 子 径 １ ５ ミ ク ロ ン メ ー タ の 黒 鉛 粉 末 の 粒 子 を
「 ２ 重 量 部 、 ５ 重 量 部 、 １ ０ 重 量 部 、 ２ ０ 重 量 部 、 ３ ０ 重 量 部 、 ３ ５ 重 量 部 」 と い っ た 割
合 で そ れ ぞ れ 充 填 し て 上 記 試 験 １ と 同 様 の 試 験 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
そ の 結 果 、 ト ラ ク シ ョ ン 性 能 及 び 耐 摩 耗 性 は 、 黒 鉛 粉 末 を ２ 重 量 部 の 割 合 で 充 填 し た も の
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は ウ レ タ ン 樹 脂 の み の シ ー ブ の 場 合 と 変 わ り な か っ た 。 こ れ に 対 し て 、 黒 鉛 粉 末 を ５ 重 量
部 、 １ ０ 重 量 部 、 ２ ０ 重 量 部 、 ３ ０ 重 量 部 と い っ た 割 合 で そ れ ぞ れ に 充 填 し た シ ー ブ で は
、 ３ ０ ０ ０ 回 転 試 験 を 行 っ て も シ ー ブ 外 周 部 に ほ と ん ど 摩 耗 が 見 ら れ ず 、 耐 摩 耗 性 と し て
十 分 な 結 果 が 得 ら れ た 。 ト ラ ク シ ョ ン 性 能 に つ い て は 上 記 試 験 １ と 同 様 の 結 果 が 得 ら れ た
。 ま た 、 黒 鉛 粉 末 を ３ ５ 重 量 部 充 填 し た も の に つ い て は 、 粘 度 が 高 く な り 、 黒 鉛 粉 末 を 被
覆 す る 時 に ボ イ ド が 多 数 残 っ て し ま い 、 製 造 性 が 低 下 す る と い っ た 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
な お 、 黒 鉛 粉 末 を 同 様 の 性 質 を 有 す る 炭 素 粉 末 に 代 え て 試 験 し た 場 合 で も 上 記 同 様 の 結 果
が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
以 上 の よ う な 点 か ら 、 ウ レ タ ン 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 黒 鉛 粉 末 粒 子 ま た は 炭 素 粉 末
を ５ ～ ３ ０ 重 量 部 充 填 す る こ と が 好 も し い も の と さ れ る 。 ま た 、 そ の 粒 径 の サ イ ズ に つ い
て は 、 上 記 シ リ カ 粉 末 と 同 様 に １ ５ ミ ク ロ ン メ ー タ 前 後 、 具 体 的 に は ５ ～ ３ ０ ミ ク ロ ン メ
ー タ が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
（ 試 験 ４ ）
ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ １ ５ の 外 周 部 １ ５ ａ に コ ー テ ィ ン グ す る ウ レ タ ン 樹 脂 １ ０ ０ の 中 に 、
ウ レ タ ン 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 平 均 粒 子 径 １ ５ ミ ク ロ ン メ ー タ の 窒 化 ホ ウ 素 粉 末 の
粒 子 を 「 ２ 重 量 部 、 ５ 重 量 部 、 １ ０ 重 量 部 、 ２ ０ 重 量 部 、 ３ ０ 重 量 部 、 ３ ５ 重 量 部 」 と い
っ た 割 合 で そ れ ぞ れ 充 填 し て 上 記 試 験 １ と 同 様 の 試 験 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
そ の 結 果 、 ト ラ ク シ ョ ン 性 能 及 び 耐 摩 耗 性 は 、 窒 化 ホ ウ 素 粉 を ２ 重 量 部 の 割 合 で 充 填 し た
も の は ウ レ タ ン 樹 脂 の み の シ ー ブ の 場 合 と 変 わ り な か っ た 。 こ れ に 対 し て 、 窒 化 ホ ウ 素 粉
を ５ 重 量 部 、 １ ０ 重 量 部 、 ２ ０ 重 量 部 、 ３ ０ 重 量 部 と い っ た 割 合 で そ れ ぞ れ に 充 填 し た シ
ー ブ で は 、 ２ ０ ０ ０ 回 転 試 験 を 行 っ て も シ ー ブ 外 周 部 に ほ と ん ど 摩 耗 が 見 ら れ ず 、 耐 摩 耗
性 と し て 十 分 な 結 果 が 得 ら れ た 。 ト ラ ク シ ョ ン 性 能 に つ い て は 上 記 試 験 １ と 同 様 の 結 果 が
得 ら れ た 。 ま た 、 窒 化 ホ ウ 素 粉 を ３ ５ 重 量 部 充 填 し た も の に つ い て は 、 同 様 の 試 験 を 試 み
た 結 果 、 混 合 時 に 増 粘 し 、 餅 状 に な り 被 覆 で き な か っ た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
以 上 の よ う な 点 か ら 、 ウ レ タ ン 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 窒 化 ホ ウ 素 粉 を ５ ～ ３ ０ 重 量
部 充 填 す る こ と が 好 ま し い も の と さ れ る 。 ま た 、 そ の 粒 径 の サ イ ズ に つ い て は 、 上 記 シ リ
カ 粉 末 と 同 様 に １ ５ ミ ク ロ ン メ ー タ 前 後 、 具 体 的 に は ５ ～ ３ ０ ミ ク ロ ン メ ー タ が 好 ま し い
。
【 ０ ０ ４ ６ 】
（ 試 験 ５ ）
ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ １ ５ の 外 周 部 １ ５ ａ に コ ー テ ィ ン グ す る ウ レ タ ン 樹 脂 １ ０ ０ の 中 に 、
ウ レ タ ン 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 チ タ ン 酸 カ リ ウ ム 繊 維 を 「 ２ 重 量 部 、 ５ 重 量 部 、 １
０ 重 量 部 、 ２ ０ 重 量 部 、 ３ ０ 重 量 部 、 ３ ５ 重 量 部 」 と い っ た 割 合 で そ れ ぞ れ 充 填 し て 上 記
試 験 １ と 同 様 の 試 験 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
そ の 結 果 、 ト ラ ク シ ョ ン 性 能 及 び 耐 摩 耗 性 は 、 チ タ ン 酸 カ リ ウ ム 繊 維 を ２ 重 量 部 の 割 合 で
充 填 し た も の は ウ レ タ ン 樹 脂 の み の シ ー ブ の 場 合 と 変 わ り な か っ た 。 こ れ に 対 し て 、 チ タ
ン 酸 カ リ ウ ム 繊 維 を ５ 重 量 部 、 １ ０ 重 量 部 、 ２ ０ 重 量 部 、 ３ ０ 重 量 部 と い っ た 割 合 で そ れ
ぞ れ に 充 填 し た シ ー ブ で は 、 ２ ０ ０ ０ 回 転 試 験 を 行 っ て も シ ー ブ 外 周 部 に ほ と ん ど 摩 耗 が
見 ら れ ず 、 耐 摩 耗 性 と し て 十 分 な 結 果 が 得 ら れ た 。 ト ラ ク シ ョ ン 性 能 に つ い て は 上 記 試 験
１ と 同 様 の 結 果 が 得 ら れ た 。 ま た 、 チ タ ン 酸 カ リ ウ ム 繊 維 を ３ ５ 重 量 部 充 填 し た も の に つ
い て は 、 や や 粘 度 が 高 く な り 、 被 覆 す る 時 に ボ イ ド が 多 数 残 り 、 製 造 性 が 低 下 す る と い っ
た 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
な お 、 チ タ ン 酸 カ リ ウ ム 繊 維 を 同 様 の 性 質 を 有 す る チ タ ン 酸 カ リ ウ ム ウ ィ ス カ ー に 代 え て
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試 験 し た 場 合 で も 上 記 同 様 の 結 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
以 上 の よ う な 点 か ら 、 ウ レ タ ン 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 チ タ ン 酸 カ リ ウ ム 繊 維 ま た は
チ タ ン 酸 カ リ ウ ム ウ ィ ス カ ー を ５ ～ ３ ０ 重 量 部 充 填 す る こ と が 好 も し い も の と さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
（ 試 験 ６ ）
ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ １ ５ の 外 周 部 １ ５ ａ に コ ー テ ィ ン グ す る ウ レ タ ン 樹 脂 １ ０ ０ の 中 に 、
ウ レ タ ン 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 平 均 粒 子 径 １ ５ ミ ク ロ ン メ ー タ の シ リ カ 粉 末 を ５ 重
量 部 、 黒 鉛 粉 末 （ ま た は 炭 素 粉 末 ） を ５ 重 量 部 、 窒 化 ホ ウ 素 粉 末 を ５ 重 量 部 の 割 合 で 混 合
し て 充 填 す る こ と に よ り 上 記 試 験 １ と 同 様 の 試 験 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 ト ラ ク シ ョ ン 性 能
及 び 耐 摩 耗 性 は 、 ウ レ タ ン 樹 脂 の み の シ ー ブ よ り も 優 れ て い た 。
【 ０ ０ ５ １ 】
な お 、 上 記 混 合 材 に チ タ ン 酸 カ リ ウ ム 繊 維 （ ま た は チ タ ン 酸 カ リ ウ ム ウ ィ ス カ ー ） を ５ 重
量 部 の 割 合 で 加 え て も 良 い 。 ま た 、 こ れ ら の 混 合 材 の 割 合 は 上 述 し た よ う に ５ ～ ３ ０ 重 量
部 が 好 ま し く 、 粒 子 サ イ ズ に つ い て は ５ ～ ３ ０ ミ ク ロ ン メ ー タ が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
ま た 、 シ リ カ 粉 末 粒 子 、 黒 鉛 ま た は 炭 素 粉 末 粒 子 、 窒 化 ホ ウ 素 粉 末 粒 子 、 チ タ ン 酸 カ リ ウ
ム 繊 維 ま た は チ タ ン 酸 カ リ ウ ム ウ ィ ス カ ー の 他 に も 、 耐 摩 耗 性 を 高 め る こ と の で き る 材 料
が あ れ ば 、 そ の 材 料 を ウ レ タ ン 樹 脂 に 充 填 す る こ と で 上 記 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る も の で あ
る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 詳 記 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ の 外 周 部 の 少 な く と も ロ ー プ と
の 接 触 部 に 高 摩 擦 材 と し て ウ レ タ ン 樹 脂 を 被 覆 （ コ ー テ ィ ン グ ） す る よ う に し た た め 、 ロ
ー プ と の 間 の 摩 擦 係 数 を 高 く す る こ と が で き 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ の 小 径 化 に よ り ロ ー プ
と の 接 触 面 積 が 少 な く な っ た 場 合 で も 十 分 な 摩 擦 力 を 得 る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 規
定 の ト ラ ク シ ョ ン 比 を 満 足 し て 、 乗 り か ご の 安 定 し た 昇 降 動 作 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
ま た 、 上 記 ウ レ タ ン 樹 脂 と し て は 、 適 度 な 表 面 硬 度 を 持 つ 熱 硬 化 性 ウ レ タ ン 樹 脂 ま た は 熱
可 塑 性 ウ レ タ ン 樹 脂 を 用 い る こ と で 耐 摩 耗 性 が 向 上 し 、 十 分 な 製 品 寿 命 を 期 待 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
ま た 、 上 記 ウ レ タ ン 樹 脂 の 中 に 適 度 な 粒 径 の シ リ カ 粉 末 粒 子 、 黒 鉛 ま た は 炭 素 粉 末 粒 子 、
窒 化 ホ ウ 素 粉 末 粒 子 、 チ タ ン 酸 カ リ ウ ム 繊 維 ま た は チ タ ン 酸 カ リ ウ ム ウ ィ ス カ ー の い ず れ
か を 適 量 充 填 す る こ と に よ り 、 さ ら に 耐 摩 耗 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き 、 ト ラ ク シ ョ ン シ
ー ブ の 製 品 寿 命 の 延 長 化 を 図 る こ と が で き る と 共 に 、 メ ン テ ナ ン ス 頻 度 を 少 な く す る こ と
が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る ト ラ ク シ ョ ン 方 式 の エ レ ベ ー タ の 概 略 構 成 を 示 す 図 。
【 図 ２ 】 上 記 エ レ ベ ー タ に 用 い ら れ る ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ の 構 成 を 示 す 図 で あ り 、 図 ２ （
ａ ） は ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ の 正 面 図 、 同 図 （ ｂ ） は ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ の 側 部 断 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ の ト ラ ク シ ョ ン 比 及 び 耐 摩 耗 性 に つ い て 説 明 す
る た め の 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ … 昇 降 路
１ １ … 機 械 室
１ ２ … 巻 き 上 げ 機
１ ３ … 調 速 機
１ ４ … 階 床 選 択 機
１ ５ … ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ
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１ ５ ａ … 外 周 部
１ ５ ｂ … 溝
１ ５ ｃ … 高 摩 擦 材
１ ６ … ロ ー プ
１ ７ … 乗 り か ご
１ ８ … カ ウ ン タ ウ ェ イ ト
１ ９ … そ ら せ 車
２ ０ ， ２ １ … 緩 衝 器
２ ２ … 最 下 階
２ ３ … 最 上 階
２ ４ … ホ ー ル ド ア
２ ５ … か ご ド ア
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【 図 ３ 】
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